
◇  薄膜のガラス被膜、ナノマテリアルコートで
　常識を塗り替える

◇  濃度推定方法、濃度推定プログラム
　及び濃度推定装置

◇  ノイズ源識別装置及びノイズ源識別方法

◇  組織切片の回収方法、及びガラス板 ◇  無機ガス検出装置及び
　無機ガス検出システム

◇  積層金型とその型締め機

◇  FRP成形品及びその製造方法

株式会社プロテック・墨田支所

プロセス技術グループ　榎本 大佑

電気技術グループ　山岡 英彦

IoT技術グループ　鈴木 聡
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都産技研表彰 表彰企業インタビュー

抗菌・消臭機能を有する繊維製品用加工剤の開発に成功

開発企画室  担当課長　城 照彰新たな事業展開を都産技研とともに
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Vol.68  株式会社H2&DX社会研究所

設備紹介
◇  三次元測定機（城南支所）

◇  熱拡散率測定装置（実証試験技術グループ）

◇  二酸化炭素ゼロの「水素コンロ」を開発
　水素を身近に感じられる社会をつくる

Information
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02 Top Message

　おかげさまで都産技研は2021度に設
立100周年を迎え、次の100年に向けて
新たな一歩を踏み出しました。将来にわ
たり中小企業を支えるためには、技術支
援と研究開発の「二兎を追う」ことが必
要で、両方を追求する姿勢こそが本物の
研究者をつくると信じています。都産技研
の設立100周年記念事業では「変わる産
業 変わらない使命」をコンセプトとしてい
ましたが、変わる産業を支えるには、自分
たちも変わらなければ使命を果たすこと
はできません。絶え間ない流れの中で、新
たなビジネスの種を少しでも残せるよう、
技術支援と研究開発の更なる進化に取
り組みたいと思います。

　2022年度の研究事業においては、が
ん患者の苦痛を和らげる全く新しいステ
ント（管状医療器具）や、より高性能かつ
高効率な金属3Dプリンター、センシング
材料への発展が期待できる圧力測定フィ
ルムなどの研究開発がなされ、高い評価
を受けています。今後も引き続き、製品
化・事業化に向けて共同研究を実施す
るとともに、エネルギーのHTTに着目した
脱炭素化（カーボンニュートラル）やサー
キュラーエコノミーへの取り組みを 進めて
まいります。天然の資源 を節約しながら経
済を回すために、我々ができることを、中
小企業の皆さまと一緒に考えていきたい
と思っています。

　セミナーや講習会といった人材育
成、クロスミーティングなどの情報発信
については、「在宅勤務でもセミナー
に参加できる」といったメリットもあり、
今年度はオンラインとオフラインのハイ
ブリッド開催としました。多くのお客さま
にご参加いただくことができており、今
後もさらに最適な形を追求していけれ
ばと思っています。皆さまに十分な支
援を届けるには、私たちも産業構造の
変化についていけるよう、努力を重ね
なければなりません。自分たちの専門
分野に留まらず、その領域を広げてい
きながら、サービスを向上させていき
たいと考えています。 

Top Message ご挨拶

都産技研では、中小企業の方の技術開発を
加速させるため、さまざまな研究を行ってい
ます。
本表紙は、今号で紹介する「技術シーズ」の
モチーフを新たに描き起こし、立体的に配置
した3Dイラストを用いてデザインしました。
お客さまと研究員が対話を重ねながら研究
開発を行い、製品化や事業化、社会課題の
解決に向けて進む様をイメージしています。

表紙について

理事長　黒部 篤
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ご挨拶　2023（令和 5）年を迎えて

ハドラスホールディングス株式会社

2023.3

都産技研の技術シーズ

製品開発や事業を加速させたい方へ

特集 今すぐ使える

計測分析技術グループ　瀧本 悠貴

城東支所　上野 明也

複合素材技術グループ　武田 浩司

2023（令和5）年を迎えて
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